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★流星課だよリ　（89）　　　　　　　　　　小三孝二郎

　三月も」ツ］と同様流星の少い刀である．主な流星群として獲表されてみるも

のに下の如きものがあるが，果してその出現が期待出來るかどうかわからな

い．

　　　活動期　赤纏　 赤緯　 附近の星　 性質

　　　エ臼～4目　　　　　　　　166　　　　　　　＋　5　　　　　　　，獅子　A’　　　　　　　　緩

　　　＿ヒ　　　tt　il　　　　　　116　　　　　　＋47　　　　　　1エ」窮缶26

　　　15　日　 頃　　　　　　　230　　　　　　　＋54　　　　　　　龍　　‘　　　　　　　　　速

　　　工8日頃　　　 316　　　 ＋78　　　 ・trフエβ　　　 緩

　　　下　　句　　　　161　　　＋57　　　大熊β　　　　速

　本會流星課に於て1930年以來三月申に認めた輻射瓢中主要なものを列塁する

と次の通りである．精度は概して劣るが，共の検出を希望する．
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　前號に報じた通り昨年の獅子座流星群は意外にも盛であったのであるが・こ

れは厭洲方面にも豊富であった様である．

　一月上旬の四分儀の観測は未だ報告の到着がないが，自分は當時津山市に滞

在中で廣島縣竹原の吉井氏との間に同時観測を豫噛してみたが蓮日の雪降りで

：失敗iζ恥した．

　昨年の七月→十月までの観測集計は次表の通りである・
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髄
観　測　地

七 月 八 月 九 月 十、月
観測者 【轍1製；1蟹 同数1日製惚 回救lll劉蟹 回籔li繍

小口孝二郎 金　　　　屋 2 100 34 3 215 46 1 60 19 2
瀞　　40 蟄

1
2吉井　耕一 廣島縣竹原 6 295 62 6 230 38 3 240 31 10 2085 526

堀田　泰生 横　　　濱 1 120 12 1 120 】7 1 60 2
0島崎　光治 石川縣大聖寺 1 46 3 2 138 21 5 189
5
6坂上　　務 鹿晃島市

1 40 2 2 110 28 2 128
2
6開方　雅雄 京　　　　城 1 145 27

松橋高四郎 東　　　　京 2 115 13r 1 60

西尼　利夫 大　　　　阪 ｝
1127 5

1

129．1939氷★太陽課（1939年1月）

報告者1銘（前月と同じ）であったが笹色のあるものとしては・すttる禽

隅灘離の灘麻久保爾氏が舗では多忙の爲に融1旧が多くなるカ、ら

綱で儲されたものである・だから費際は酩が即した一9・tcなる・且ヒの趣

の試みは・膝の蘇で馴の「wlVJ2b；一・入で酬鵜暢舘は・囎い隔

である・た燃し・＃のメムバーの顯雌けねばなら鰍鰍のlit古謡

測者たる水澤の千葉氏の報告は大攣に嬉しかった．今後の永績を望む．

天候旭早熟酬が少し湿盛であったが・他は補へた漉鴉の坂上，

綱の大石・棘の阿部3氏の襯ロ撚多かった事は・努力にも佼るオ・懐

日秘図の天候をも鱗して居る・且つシ1イングの良鴎も臆す一・’9であ

る’　；tれ矧ぎかへ木耳，m村氏等の内脚本はシ1イング甘く・鞭も

倣で瞭かつた・　iStLも鱗の撫の畷躰系の王氏である・北陸の触

転読に執拗そのものである・雪は已んで諮易1刷れない・然し槻を＊la

に期待する．水澤氏も良く似たものである．千葉氏の健闘を謝す．

鰍鰍的には出入りカ｛ある捌働期よりも相桐胴少した様であ

る．目下二月前牛も，活動はさして顯著では無い．

　肉眼的黒鳥　　　　　　　坂上　　津留　　正村　　合計（坂上氏な除く）

　　　槻　　　iJVJ　　日　　　　　　　19　　　　　19　　　　　16　　　　　35

　　　出現日数　　？　11　　9　20

　　　黒黒占群藪　？535
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太陽課黒白粗汁数報告（1939年1月）
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（註セ）　すばる會は横濱の淺井，森久保雨氏
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　　　黒黒’i置β；誕言画数　　　　　　　ワ　　　　　12　　　　　11　　　　　23

観瀦2名では心淋しく，統分であるが・物し襯則日とli舳顎

は㈲であって，欄多忙である然し・別皿三つ望外拡は順しなオ、

つ嫡も確かである・禰の小さ・欄に・雨燕帥のは多頒君i曙鋤軌

來た凄にも依るのだらう・月々5旧位の報告者が欲しい・

maヒ雨￥onの比較　　津留　纈ll木邊　呂塒　沓掛
　　　　　南　　　　　　　　　　53．0　　　　56．9　　　　63．0　　　（39．5）　　　64．4

　　　　　＃ヒ　　　　　　　　　33．2　　　48．6　　　38．5　　　（14．0）　　　31．7

南北の臆（島甑劇1測磁としては不船であるが，力11凱た）繭⑳

剛して北O・60　6’bつて・lk　」1以」・｝哺に肌た紛最も石竹伽高いと恥

れる醐氏のf・e（　7）：らして云へばτ何’隙に2倍回したさへ云へる・（坂上Rx

り南に著るしく偏したとのみ報告あり）

　　　　　　　ノ都！の黒点の緯度では士3α以上叉は5．以下の酬なものはIll現し姑つ

た様である（沓掛，津留氏）．

其他 溜氏よりスケ・チ門崎氏より謂分の燗輌のスケッチ，醜

氏より店頭の維度の報告を受けた・

訂疋 天界214號1丁二二炎中1．1聖留氏の分8口89は曇りに訂正．

同　　　二三8口134，13日t38・14N145と勘・の撫
あり（表には曇と記入）・從って槻演σ畷は15口・…醗塀倒数は94に言Tl11．

★愛光星課　（1938Si三12月置1939年1別

1938年12月の概報

12月報告者と口測数
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三一回忌（以下光度は紙面だけで示す）

　長週期天瀬感光申　UOri　8．8～8．3（清水1，太田2，木邊4）・

　極大附近（叉は愛・化僅少）TCet　6．6～6・7（清水7，山Hl　4）・WCyg　6・0土

（山田10）．

　減光申　RAnd　7．0～7．2（山田4），　o　Cet6．7～7．3（山田5，清水7・坂部

2），SCMi　7．7，一一8．2　？（坂上2，島崎2），　R．　Tri　7．6～8・3（清水6・山田1），

RPeg（山田3）．

　其他　γCasヤや暗し2．6」。（一二3），　R　CrB小さい13・0（木邊，12月31

日），αOri暗し1．1（一二3），1．0±（木邊4），δCep（清水12），　V　356　Aql

DQ　Her，　CP　Lac，　BL　Ori（以上木蓬），　R　Sct（山田）．

第二部

　2Max　CY　Lyr，　Bl　Ori，　CZ　Ori，　TZ　Per，　SU　UMa．

　1Max　UU　Aql　12日～18日long　Max，　SS　Aur　22日Max・FO　Afl　Z

Cam，　X　Leo，　AY　Lyr，　CN　Ori・

　RX　And停留中，高寄のSS　Cyg型Maxなし・（以上小澤，木邊）

　RR　Tau　12．8～12．0梢復旧．（小澤）

　1938年度の報告累計歎を示すと下記の様になる．梢一部の人に偏して居る傾

向がある．一般観測者の奮起を望む．（1937年11月～1938年10月）

1蒲騰細細ll｝驚1難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上木邊）

　牒告　近く1937，1938雨年度の賞課員の観測報告を中心にして，愛光星課報

告第こ號を蛮表したく思って居る・共の爲めに口下，調査を開始してnt　79．故

小山課長の遺業を全じ云いと思って居るが・何分前回以上の大量になるらい／、

恥ら，凡ゆる方面での援助を切望する．

　猫ほ今月より更に賞課の幹事を一名増加して，小澤喜一氏に就任していたし“

いた．
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★彗星課だよリ

東亜天文協會観測部月報 ．　一．．　“一．一．LX”　Ms

　　　　・x

t’i…1938年は，魏界lqひ虎面しくて，」瞬lll‘こゲ1ル珈更　つし噸

されなかった．といふイi様であった．ところが，今年は

　　　　　　　　　　　　　　】り3り年6月23日近日鮎通過の豫想）　　　　　　　（週期6．0901Pキンネケ星

コ　　プ　　ll！：　（〃

ボレリ星　（tl

プルクス星　（〃

〃トル星（〃

第ニヲルフ星（〃

6．556二r

6．9741，1：

6・9妥9盗1三

1？，．606SI：一

6．790年

〃
ゲ
〃
〃
〃

3月12日

6月29日

9月15日

11月10日

10月1日

箏の週期葺星が再制する筈であるし，術ほ，

ジヤコピ昌・チンナ」」生（週期6．J「　S8　：1，

ブインレイ星　　　　（ノノ　6．8　1・9Sl｛

フェ∫直　 （t／7．416　；1：

）
）
）
）
）

．　1940年2月17日近日貼一跡の像想）

　　tl　　41　n　20日　〃　　　　　）

　　〃　　4月23日　”　　　　　）

の星々も此の1939靹に」Uの麺現はすだろうと回忌れ講～ilは大1・賑やカ、

らしいが，早くも此の1月に上記以外の新当三星が二見された！

この辮撒ゴ訓」20口‘こ姻オハヨ州にみる老灘ζPeltie「氏がE1島・　

の輔　｛1に8等級／）　Zl’：として話したものであるが誤の衡1蹴く止ヒのlll．

漁れより3職・UP　’・　1　JI　17「l　lこ’映アジヤのタシケン吠文鳥のC・・ik・n，

凱し・　1・／ll　19　［1　｛こはプルコワ天煉で醗よく親旧された從って此の恥こ

人の獲見者の名を列ねてコジク・ペルテヤ茸星と呼ばれることとなった．

　此の星の軌道は，ヂンマルク圃AIUIIer氏の計算によると，

　　　　　　　　　　　け

il日鵯職鼎陶 ｿ環1端一
それで・2川囎一’嚇常1こ明るく・1敬にもS・1・“・るやうになったが，3n

‘こはズツと献へ行って了って・i」一週から旧く見燃いものとなる筈でち

る．（山本）

★遊星面課

糠鍛もマ1クして鵬耀の接近も澗近かに迫って來た・四月頃から

鋼開始D一三る・蒋鋤’らば脹には髄ウじ太職（兵撫月蜘1畷
ケ丘）槻任され講課の測1購炎，報．臨すべて同邸ご臨され鞭な
った．次號から火星喪を猫哉する豫定である．（，1’n［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木邊記）


